
令和５年度 ３歳児 「運動会リズム表現」 

（実践前修正箇所を斜体、実践後修正箇所を囲み文

字、毎年取り上げる題材によって変わる部分は網か

けにて示す。） 

 

１．期間 ９月～１０月 

 

２．設定の理由 

子ども達は、４月下旬から思い切り走ったり、遊具に登ったり、滑り台を滑ったり、三

輪車ストライダーをこいだり、ジャンピングで跳んだり、ゲームボックスから跳び下りた

りして、様々に身体を動かすことを楽しんできている。また、生き物になって走ったり跳

んだり這ったり、電車の運転手やお店の人店員さんになってお客さんと会話したり料理を

振舞ったりするなどのごっこ遊びも楽しんでいる。また、絵本の繰り返しの展開を楽しん

だり、教師やクラスの友達と一緒に、曲のリズムに合わせて思い切り身体を動かすことを

楽しんだりしている。 

幼稚園生活に慣れるにつれ、ダンゴムシやチョウを捕まえたい、追いかけっこがした

い、砂場で大きな穴や山を作りたい、遊具に乗りたいなど自分の好きなことを見つけた

り、したいと思ってしようとしたりしている。そして、よく遊ぶ友達、好きな友達と砂場

で横に並んで同じ遊びをしたり、近くにいる友達と捕まえた虫を見せ合ったり、一緒に手

作りフープの電車に乗ったり、滑り台を滑ったりなど、友達と一緒に遊ぶ楽しさや、友達

と一緒にいる心地よさを味わい始めている。 

また、運動会がどういうものであるのか、初めての子ども達にとっては思い描くことは

難しいが、集団生活に入って半年に満たない子ども達にとって、保護者にそばにいてほし

い、見てもらいたい気持ちはとても強く、親子ふれあいの日や参観日など保護者が一緒に

遊んでくれる、見てくれることをとても嬉しく感じているため、おうちの人に見てもらえ

る楽しみや、見てもらって嬉しいという気持ちを味わえると考える。 

そこで、運動会に向けて、学年全員でリズム表現遊びに取り組む過程で、身近な生き物

や好きな生き物などになって、大きくなった嬉しさを感じて様々なことをやってみようと

思ったり、難しいけれど頑張った、頑張ってできるようになった、強くなったことを感じ

たり、同じことを頑張ってしている友達がいることに嬉しいと思ったり、やってみようと

様々な遊具に興味をもって身体をいろいろに動かしたりする楽しさを味わったりしてほし

い。また、長い期間にわたり、学年全員で一つのごっこ遊びをする中で、よく遊ぶ友達や

好きな友達だけでなく、クラスを越えた友達と同じ遊びをしたり、一緒に身体を動かした

りして、一緒にいる心地よさや、一緒に遊ぶ嬉しさを味わってほしい。そして、好きな登

場人物になれたり、したい遊びができたり、おうちの人に見てもらってたりして嬉しい気

持ちを感じたりしてほしいと考える。 

 

 



 

 

 

 

 

 

３．ねらい 

①  なりたい登場する生き物登場人物を思ってなったり、強くなりたい
と思って登場する生き物登場人物になったりする。 

自ら決める・選ぶ 

②  ゲームボックスから遠くまで跳び下りたい、平均台を落ちずに渡り
たい、もっと高く跳びたい、バランスストーンを片足や両足で落ち
ずに渡りたい、こんなポーズをとりたいなどのいろいろな動きをし

たいと思ってしようとする。 

③  なりたい生き物になって遊んだり、したいと思うことができたり、

先生やおうちの人に見てもらったりすることを嬉しいと思ったり、

自分が考えたことや頑張っていることに自信をもったりする。 

自分に満足する 
自分を客観的に把握する 

④  

 

⑤  

先生や友達と身を寄せたり、同じ生き物になって動いたり、一緒に 

同じ動きをしたりして一緒に遊ぶ楽しさを感じる。 

今まであまり関わりのなかった友達や先生と遊ぶ楽しさを感じる。 

他者といる喜びを感

じる 

⑥  友達や教師先生がどんな登場人物になりきっているのかを近くでし

ていることを見たり、聞いたり、一緒に遊びんだりしながら、何を

楽しんでいるか、何が好きかなどを感じたり知ったりする。 

他者のことを知る 
 

⑦  芝生を走るときに前を見て、友達や物をよけたりするとぶつからな
いことを感じたり、高い場所から飛び降りるときに倒れないように、

手を着いて着地したり飛び降りる先に誰もいないか見て跳んだりし

ようとする。 

身を守る 

⑧  走ったり、止まったり、両足でジャンプしたり、横に転がったり、

這ったり、ギャロップしたり、片足で立ったり、体を丸めたり、ボ
ールを投げたり、高い所から跳び下りたり、バランスをとって渡っ

たり、高ばいをしたりなど、いろいろに体を動かす楽しさや心地よ

さを味わう。 

身体を操作する 

 

⑨  登場する生き物登場人物を実際に触ったり、見たり、図鑑で見たり

して、動きや姿、成長を面白いと思う。 

生き物・いのちをみ

つめる 

⑩  リズムを感じながら体を動かしたり、ポーズをとったりすることを

楽しむ。 

音楽に表す 

⑪  お話の中で、登場する生き物登場人物の強くなりたい気持ち、大き

くなった嬉しさや様々なことをやってみようという気持ち、難しい

けれど頑張った、頑張ってできるようになった、強くなった自信を

感じる。 

文芸に表す 

⑫  登場する生き物登場人物になって、ごっこ遊びを楽しんだり、登場
物の気持ちや動き、場面を思い浮かべて表現することを楽しんだり

する。 

身体の動きに表す 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ【いろいろな生き物になって遊ぶ】【動物、生き物に触れる】 

予想される 

子どもの活動 
ねらい ＊環境の構成 ◎教師の援助 

・登場する生き物を

見る 

・科学絵本や図鑑を

見る 

・登場する生き物の

世話をする 

 

○登場する生き物の動きや姿、

成長を面白いと思う⑦ 

 

 

 

 

 

 

＊登場する生き物について知る

ことを楽しめるように、科学

絵本や写真、図鑑を見やすい

場所や手に取りやすい場所に

用意しておく。 

＊捕まえた虫をじっと見たり飼

ったりすることが出来るよう

に、カップや虫かごをすぐに

おうちの人に見てもらうことを楽しみにしたり、褒めてもらって喜んだりする 
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ＤＢ【身体をいろいろ

に動かす】 

・走る 

・止まる 

・両足でジャンプする 

・横に転がる 

・這う 

・ギャロップをする 

・起き上がる 

・体を丸める 

・高い所から跳び下り

る 

・片足や両足でバラン

スをとって渡る 

・ボールを投げる 

・前を見て走ったり跳

んだり、よけたり、

手をついたりする 

 

Ｅ【曲のリ

ズムを感

じて踊

る】 

・音楽に

のっ

て、体

を動か

した

り、ポ

ーズを

とった

りする 

 

ＣA【生き物

にふれる】 

・登場する生

き物を見る 

・科学絵本や

図鑑を見る 

・登場する生

き物の世話

をする 

ＡＣ【いろいろな生き物

になって遊ぶ】 

・なりたい登場物登場人物
になって動く 

・知っている生き物になっ
て動く 

・友達と一緒に動いたり、

くっついたりする 
・なりたい登場物登場人物
になって動いたり話した

り気持ちを表現したりす
る 

・なりきっている友達や先
生を見て、どんな生き物
になっているのかを知る 

・前を向いたり避けたりし
て動く 

ＢＤ【絵

本・紙芝

居を読ん

でもら

う】 

・先生や

お家の

人に絵

本・紙

芝居を

読んで

もらう 

Ｆ【おうちの人に見てもらう】 



 

 

 

取り出せる場所に用意してお

く。 

  ＊世話をする虫たちに落ち葉を

やることを楽しめるように、

園庭に落ち葉を集めて置いて

おく。 

◎捕まえた生き物に餌をあげた

り世話をしたりできるよう

に、食べ物や世話に仕方を一

緒に調べて一緒に用意したり

あげたりする。 

◎動きや習性、姿を面白いと思

えるように、虫を探すことに

誘ったり、一緒に探したり、

教師も一緒に見て驚いたり、

子どもの気付きに共感した

り、一緒に世話をしながら動

きや成長などを言葉にしたり

保育室に掲示したりして知ら

せたりする。 

 

Ｂ【絵本・紙芝居を呼んでもらう】【身体をいろいろに動かす】 

予想される 

子どもの活動 
ねらい ＊環境の構成 ◎教師の援助 

・走る 

・止まる 

・両足でジャンプす

る 

・横に転がる 

・這う 

・ギャロップをする 

・起き上がる 

・身体を丸める 

 

 

 

 

 

 

 

 

○友達や他クラスの先生たちと

一緒に遊んだり、おやつレス

トランでおやつを食べたりす

ることに嬉しさを感じる⑤ 

＊全員でしてもぶつからないよ

うにずに思いっきり走ったり

跳んだりできるように広い芝

生や遊戯室、また転んでも大

きなケガにつながらないよう

に、保育室の芝生や大芝生で

行う。 

◎他クラスの友達や先生を身近

に感じられるように、学年一

緒に活動したりおやつを食べ

たりする機会を増やす。 



・高い所から跳び下

りる 

・バランスをとって

渡る 

○ゲームボックスから遠くまで
跳び下りたい、平均台から高
く跳びたいという気持ちにな
ってしようとする② 

 

◎遠くまで跳び下りたいと思え

るように、教師が遠くまで跳

び下りて喜ぶ姿を見せたり、

どこまで跳び下りることがで

きるか期待する姿を見せた

り、遠くまで跳び下りられた

ことを一緒に喜んだりする。 

◎自分で跳びたい高さを決めら

れるように、タッチして目指

す場所としてタンバリンを用

意し、それぞれにどれくらい

の高さにするのか尋ね、それ

に合わせてタンバリンの高さ

を決める。 

＊あそこまで跳び下りたいと思

えるように、色の違うフープ

を下りる場所の目印として並

べて置いておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○平均台やバランスストーンを
落ちずに渡りたいという気持

ちになってしようとする② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎落ちずに渡ろうとやってみよ

うと思えるように、教師が落

ちそうになりながらも渡れて

喜ぶ姿を見せたり、落ちずに

渡れた友達の存在を知らせた

り、簡単すぎず難しすぎない

距離に平均台やバランススト

ーンを配置したり、バランス

ストーンの同じ色だけで進む

難しさを難しさで分けたコー

スを作ってみたことを知らせ

たり、教師がやって見せたり

する。 

 

○したいことができたり、先生

に見てもらったりする嬉しさ

を感じる② 

 

◎したいことができたり、先生

に見てもらったりする嬉しさ

を感じられるように、一緒に

できたことを喜んだり、笑顔

で見守ったりする。 

 ○友達と一緒に同じ動きをし

て、一緒に遊ぶことに楽しさ

を感じる③ 

 

 

 

◎友達と一緒に遊ぶ楽しさを感

じられるように、全員で同じ

動きを同時にする場面を取り

入れたり、みんなで一緒にす

る楽しさを言葉にしたりす

る。 



 ○走ったり、止まったり、両足で

ジャンプしたり、横に転がっ

たり、這ったり、ギャロップし

たり、体を丸めたり、ボール

を投げたり、高い所から跳び

下りたり、バランスをとって

渡ったりなど、いろいろに体

を動かす楽しさや心地よさを

味わう⑧ 

 

＊いろいろに身体を動かす楽し

さや心地よさを感じられるよ

うに、ゲームボックスや平均

台、バランスストーン、ボー
ル入れを用意するを出す。 

◎いろいろに身体を動かす楽し

さや心地よさを感じられるよ

うに、走る、止まる、両足でジ

ャンプする、横転する、這う、

ギャロップする、体を丸める

仰向けになって足をじたばた
させたり、転がったりなどの
動きを教師が率先してした

り、登場する生き物らしいの

動きとしてや動きが出ている

場面を取り入れたり、してい

る子どもの動きを言葉にして

知らせたり、一緒にしながら

楽しさを言葉にしたり笑った

りする。 

＊バランスをとって渡ることが

できるように、平均台やバラ

ンスストーンをつなげてみた

り、足を少し広げて渡る距離

に配置したりする。 

 ○走るときに前を見て、友達や

物をよけたりするとぶつから

ないことを感じたり、飛び降

りるときに倒れないように、

手を着いて着地したり飛び降

りる先に誰もいないか見て跳

んだりする⑦ 

◎危ないことを感じて、危なく

ないようにしようと思えるよ

うに、危ないと感じているタ

イミングで原因を言葉にした

り、危なくなりそうなことを

知らせたりする。 

 

 

 

Ｃ【動物、生き物に触れる】【いろいろな生き物になって遊ぶ】 

予想される 

子どもの活動 
ねらい ＊環境の構成 ◎教師の援助 

・なりたい登場人物に
なって動く 

・知っている生き物に

なって動く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○なりたいものを思ってなろう

とする① 

 

◎なりたいものを思ってなろう

とすることができるように、

登場するものについて写真や

絵を見せたり、子どもが知っ

ていることを学年やクラス全

体に知らせたり、状況を詳し

く話したり、教師が楽しそう

にやって見せたりする。 

○なりたいものになったり、先

生に見てもらったりすること

を嬉しいと思ったり、自分が

考えたことや頑張っているこ

とに自信をもったりする② 

 

◎なりたいものになれたり、先

生に見てもらったりすること

を嬉しいと思えるように、子

ども一人ひとりが楽しんでい

る動きを具体的にほめたり、

教師の感動を伝えたりする。 



 

 

 

 

 

・友達と一緒に動いた

り、近くにいで見た
りする 

 

 

 

 

・なりきっている友達

や先生を見て、どん

な生き物になってい

るのかを知る 

 

 

 

・前を向いたり避けた

りして動く 

 

 

 

 

 

 

 

・なりたい登場人物に
なりきって動いたり

気持ちを表現したり

する 

 

 

◎考えたことや頑張っているこ

とに自信をもってできるよう

に、それぞれの子どもの考え

たこと、頑張っていることを

具体的に褒める。 

○友達と身を寄せたり、同じ生

き物になって動いたり、一緒

に同じ動きをしたりして一緒

に遊ぶことに楽しさを感じた

りする③ 

◎友達と一緒に遊びながら楽し

さを感じられるように、同じ

生き物になって動いたり応援

したりする機会や同じ動きを

する機会を作ったり、一緒に

している楽しさを言葉にした

りする。 

○友達がなりきっている登場人

物を見て、どんな虫になって

いるのかや楽しんでいるのか

を考えたり、知ったりする⑥ 

◎友達のなりきっている姿に楽

しんでいることに興味を向け

られるよう、近くで見なが

ら、友達がどんな登場人物に

なっているのかを一緒に考え

たり、伝えたりする。 

○登場人物になりきって動くと

きに、前を見たり、よけよう

としたりするとぶつからない

のだと感じる⑤ 

◎前を見て走るとぶつかりにく

いことを感じられるよう、前

を見ることや、よけたりする

とぶつからないことを遊びな

がら伝える。 

〇実際に登場するものを見たり

触れたりして、親しみをもっ

て動きに取り入れようとする

⑧ 

＊登場するものに親しめるよう

に、近くで様々な虫を見た

り、触ったり、飼ったりする

機会をもつ。 

○お話の中で、登場する生き物

の気持ちを感じる⑪ 

 

 

 

◎登場する生き物登場人物の気

持ちを感じられるように、気

持ちを感じられる場面で遊び

ながら、その時々の子どもの

気持ちを言葉にしたり、気持

ちに共感したりする。 

○なりたいものになって、ごっ

こ遊びを楽しむ⑫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊いろいろな生き物の動きを思

う存分できるように、広い芝

生や遊戯室で行う。 

◎なりたいものになってごっこ

遊びをすることを楽しめるよ

うに、教師が一緒になってモ

デリングしたり、子どもが言

っていることやしていること

に驚いたり受け止めたりしな

がら一緒にしたり、その動物

や虫の特徴を感じて、なって



 いる子どもの動きを具体的に

褒めたり、みんなに見せたり

する。 

○登場物の気持ちや動き、場面

を思い浮かべて表現すること

を楽しむ⑪ 

◎登場物の気持ちや動き、場面

を思い浮かべて表現すること

を楽しめるように、状況を分

かりやすく伝えたり、子ども

が思い描いている状況を聞き

出したり、状況に合わせて明

るい音楽や暗い音をピアノで

弾いたり、気持ちをナレーシ

ョンで伝えたり、その動物や

虫の登場人物の特徴気持ちを

感じて、なっている表現して

いる子どもを具体的に褒めた

りする。 

 

Ｄ【身体をいろいろに動かす】【絵本・紙芝居を読んでもらう】 

予想される 

子どもの活動 
ねらい ＊環境の構成 ◎教師の援助 

・先生やおうちの人に

絵本や紙芝居を読ん

でもらう 

 

 

 

 

 

 

 

○友達や他クラスの先生たちと

一緒に絵本や紙芝居を見るこ

とに嬉しさを感じる。⑤ 

＊読んでもらった絵本を自分で

見たい子どもがいつでも見ら

れるように、読んだ後は絵本

棚の目立つところに置いてお

く。 

＊学年で一緒に活動する嬉しさ

を感じられるように、学年で

一緒に絵本や紙芝居を読む機

会をもつ。 

＊読んでもらった絵本をお家の

人とも見たり話したりできる

ように、絵本の貸し出しをし

たりホームページに載せたり

する。 

○お話の中で、登場人物の気持

ちを感じる⑪ 

◎登場人物の気持ちを感じられ

るように、心情が強く表れて

いる場面は、その気持ちを感

じるために理解しておかなけ

ればならない言葉をゆっくり

はっきり読んだり、心情を表



す言葉は心情に合った声色や

声の調子で読んだりする。 

○お話の中で、大きくなった、

強くなった自分ことへの自信

を感じる⑪ 

 

◎大きくなった自分ことへの自

信を感じられるように、心も

体も強くなれたことや、大き

くなったことを言葉にして話

したりする。 

＊お話の世界を楽しめるように

遊んできたストーリーの紙芝

居を作って読んだり、ホーム

ページに載せたりする。 

＊お家の人と一緒に絵本の世界

を楽しめるように、絵本の貸

し出しをしたり子どもたちと

見た絵本や紙芝居をホームペ

ージに載せて紹介したり、あ

らすじを伝えたりする。 

 

 

 

Ｅ【曲のリズムを感じて踊る】 

予想される 

子どもの活動 
ねらい ＊環境の構成 ◎教師の援助 

・音楽にのって、体を

動かしたり、ポーズ

をとったりする 

 

○踊りたいという気持ちになっ

て踊りをしようとする① 

 

 

 

 

◎踊りたいと思えるように、教

師が一緒に楽しそうにしてみ

せたり、リズムを感じて自由

に踊る機会をもったり、子ど

ものいいところを褒めたり、

友達がしているところを見ら

れるように注目させたりす

る。 

 

○こんなポーズをとりたいと思

ってしようとする① 

 

◎こんなポーズがとりたいと思

ってしようとできるように、

曲の最後に子どもたちが自由

にポーズを考えるところを作

っておき、色んなポーズをし

ている面白さを伝える。 

○リズムを感じながら、体を動

かすことや、ポーズをとるこ

とを楽しむ⑩ 

＊思い切り踊ることを楽しめる

ように、広い芝生や遊戯室な

どで行う。 



◎リズムを感じながら踊れるよ

うに、手拍子をしたり、歌っ

て盛り上げたりする。 

◎子どもたち、リズムを感じな

がらいろいろな動きできるよ

う踊りやすいテンポの曲を選

ぶ。 

 ○友達のしているポーズや動き

を知る⑥ 

◎友達のポーズや動きに興味を

もち、どんなことをしている

のか知るきっかけになるよう

に、友達のポーズや動きを見

合ったりする。 

 

Ｆ【おうちのひとに見てもらう】 

予想される 

子どもの活動 
ねらい ＊環境の構成 ◎教師の援助 

・見てもらうことを楽

しみにしたり、褒め

てもらって喜んだり

する 

 

○おうちの人に見てもらうこと

を楽しみにする② 

 

 

 

○楽しんでいることや頑張って

きたことを、おうちの人に見

てもらえてよかったと思う② 

 

◎見てもらうことを楽しみにで

きるように、運動会の日は、

おうちの人が見に来てくれる

ことを知らせ、どこを見て欲

しいか話す尋ねる。 

◎見てもらえてよかったと思え

るように、見てもらってどん

な気持ちかを言い合ったり、

「よかったね」と話したりす

る。 

◎おうちの人に見てもらえて嬉

しいと思えるように、保護者

に子どもが楽しんでいたこと

や頑張っていたことについて

具体的に褒められるように動

きや表情などよく見て褒めて

あげてほしいことを伝えてお

く。 

 

 


